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第12回みなと保育所、第29回びくに保育所の生活発表
会がそれぞれの保育所で行われました。保育所長のあい
さつの後、園児全員による開会の言葉で始まった発表会。
遊戯あり歌あり、手遊びありと各クラスで工夫を凝らし
た踊りや衣装に身を包み、園児はこの日のために練習し
た成果を元気いっぱいに披露していました。また成長し
たわが子を見ようと会場いっぱいに詰めかけた父兄や家
族からは、一幕ごとに大きな拍手と声援がおくられてい
ました。

町ＰＴＡ連合会（澤田哲会長）と町教育委員会の共催
による家庭教育講演会が総合文化センターで行われまし
た。
「子どもを育て、サポートするということは」と題し

て、講師に小樽人権擁護委員協議会の皆さんから講演い
ただき40人が参加しました。
子どもの人権や差別問題など、子どもたちの現状につ

いてパネルなどを使ってのわかりやすい説明に、「子ど
もたちにも聞かせたかった。」「人権について考えさせら
れる内容であった」などと話していました。

余市地方法人会積丹地区青年部と町納税貯蓄組合連合
会から町内の小学校６年生23人に和英辞書と文房具が寄
贈されました。これは、納税意識の向上を目的に両団体
の活動の一環として行っているもので、社会の仕組みや
税金のことについても考えてもらいたいと寄贈したも
のです。
この日は、播磨修一青年部長らが各小学校をまわり６

年生に手渡しながら、「中学校に入ってもしっかり勉強
し、立派な社会人になってください。」と励ましていま
した。
また近年急増している青少年への防犯対策として、小

学校１年生へ防犯ブザーもあわせて寄贈されました。

・

びくに保育所（11/19）

みなと保育所（12/3）
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美国婦人会とびくに保育所の園児が、エイジングステ
ーション「やすらぎ」を慰問し、３日間で約80名の入居
者ややすらぎ利用者の前で、歌や踊りを披露しました。
この慰問は、平成８年から毎年行われているもので、

施設を訪問した会員の皆さんは、「湯島の白梅」や「炭
坑節」などなじみ深い曲目を多く取り入れ、入居者等か
ら大きな拍手がおくられていました。
また、戸来和子婦人会長は「これから寒くなります。

風邪などひかず元気に過ごして、来年もまたお会いしま
しょう。」と話していました。

第14回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪ソフトバレーボール大会
が海洋センターで行われました。
大会には男女混合の部に６チーム、女子の部に４チー

ム、合計49人が参加して行われました。
どのチームも優勝めざして、熱戦が繰り広げられまし

た。大会の結果は次のとおりです。

今年度１回目の積丹町マリンビジョン検討協議会が総
合文化センターで開かれました。
協議会は、町内の各産業経済団体の役職員が出席し、

水産業の健全な発展と活力ある漁村づくりの将来構想に
向けて昨年度から３回にわたり検討を重ねてきました。
今回は、これまでの提案をもとに取りまとめた「積丹

町の将来像と取り組み方向」をもとに、今後の検討方法
について確認を行いました。
次回は、産業別分科会を行い、具体的な取り組みの絞

り込みと推進体制について議論することとなっています。
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子どもの歯を守る会（尾立光会長）主催による巡回
歯磨き指導が、町内各小中学校、保育所、一般幼児を
対象に行われました。
歯科衛生士により、157人が個別のポイントを含め

て指導を受けることができました。幼児へは「虫歯菌
が甘いものを食べてだすウンチで歯がとけるから食べ
たら磨こう！」と小学生へは「前歯と歯ぐきの境目が
磨けていない・虫歯はうつる病気」とのポイントがわ
かりました。

介護予防の一環として、運動する習慣から健康な体
づくりをめざそうと、やさしい介護教室が総合文化セ
ンターで行われました。

23人が参加した教室は、岸本和歌健康運動指導士を
講師に、介護予防には運動の継続性の大切さなどにつ
いてのお話や家庭でできる簡単な足腰の体操を実践し
ました。
参加者は日頃の運動不足解消と運動法を身につけよ

うと真剣に取り組んでいました。

第15回Ｂ＆Ｇ財団会長杯バドミントン大会が海洋セ
ンターで行われ、小学生から一般まで合計70人が参加
しました。大会の結果は次のとおりです。




